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中村哲医師 1985年度活動報告・・・(2) 1985年度決算報告…(3) JO CSとペシャ

ワール会のつながり・・・(4) 講演会と総会のご案内…（5) 帰国スケジュール…(6)

事務局の活動報告・・・（7) 会員のみなさまから・・・(8)

ペシャワール会は1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成

されましだ。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきだい

と願つています。
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②
 

①
 
涸
年
2
月

1
4
月

調

査82
年
か
ら

84
年
の
ラ
イ
病
の
新
規
登
録
患
者
、

100
名
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
約
10
％
が
既
に
発
見

時
か
ら
治
療
を
要
す
る
足
の
障
害
を
か
か
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
市
販
の
サ
ン
ダ
ル
を

買
っ
て
は
、
は
き
つ
ぶ
し
、
分
解
し
た
結
果
、

伝
統
的
な
現
地
の
サ
ン
ダ
ル
に
古
タ
イ
ヤ
等
で

底
を
や
わ
ら
か
く
す
る
な
ど
の
工
夫
を
加
え
れ

ば
、
十
分
患
者
用
サ
ン
ダ
ル
と
し
て
通
用
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

85
年
6
月
1
1
0
月

製
作
小
屋
の
建
設
と
機
具
の
購
入

小
屋
の
建
設
に
あ
た
り
、
病
院
側
と
の
虚
々

実
々
の
か
け
ひ
き
の
中
、
最
後
に
は
、
中
村
医

師
自
身
が
患
者
と
と
も
に
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
て
、

一
、
ラ
イ
病
患
者
の
た
め
の
サ
ン
ダ
ル
製
作

生
の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

86
年
6
月

1
日
、
中
村
先
生
が
家
族
と
と
も
に
帰
国

さ
れ
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
こ
の
一
年
の
先

試
行
錯
誤
の
中
、

3
月
頃
に
は
、
何
と
か
商
品

価
値
の
あ
る
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
い
足

を
市
販
す
れ
ば
患
者
に

1
足
を
廉
価
で
提
供
で

き
る
見
通
し
が
つ
い
た
。

生
産
よ
り
も
い
か
に
患
者
の
手
元
に
届
け
る
か

が
、
根
気
と
時
間
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

L
a
d
y
 R
e
d
i
n
g
 H
o
s
p
i
t
a
l
 
(
公
営
の
病
院
）
の

フ
ィ
ー
ル
ド
オ
フ
ィ
サ
ー
に
各
地
区
の
病
院
の

協
力
を
要
請
す
る
他
、
患
者
教
育
用
の
現
地
語

の
チ
ラ
シ
を
準
備
し
て
い
る
。

二
、
病
棟
に
お
け
る
診
療
の
改
善

①
統
計
資
料
の
整
備
、
記
録
の
徹
底

中
村
医
師
が
着
任
し
た
時
点
で
は
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
の
入
院
者
数
や
全
患
者
数
す
ら
把
握
さ

れ
て
お
ら
ず
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
似
せ
た
記
録

④

⑱

年

4
月
以
降

配
布
体
制
の
確
立
の
試
み

③

涸

年

11
月
ー
郎
年

3
月

試

作 素
適
な
小
屋
が

10
月
に
は
完
成
し
た

③
 

医
療
器
具
援
助
の
結
果
、
切
断
手
術
、
気
管
切

開
、
皮
屑
移
植
等
の
小
外
科
処
演
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、

85
年
10
月
か
ら
86
年

4
月
の
間
に

48
例
の
手
術
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
手
術
室
を

四、

0
0
0
ル
ピ
ー
（
約
五
万
円
）
で
改
良
し

理
学
療
法
の
充
実

患
者
の
一
人
で
あ
る
理
学
療
法
助
手
に
研
修
を

受
け
さ
せ
、
変
形
の
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
理
学
療
法
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ。f
 

実
施

②
衛
生
観
念
の
指
導
の
徹
底
、
簡
単
な
外
科
手
術
の

め
た
。

病
棟
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
よ
う
に
努

用
紙
に
全
症
例
に
つ
い
て
記
録
さ
せ
、
必
要
な
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※
こ
の
文
章
は
、

6
月
7
日

Y
M
C
A
で
行
な
わ
れ

た
、
中
村
哲
帰
国
報
告
会
の
席
上
で
配
布
さ
れ
た

資
料

『
パ
キ
ス
タ

ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
‘

五
年
度
・

活
動
報
告』

で
す
。

動
を
行
な
っ
て
い
る
。

賣 一
九
八

医
師
は
ア
フ
ガ

ン
難
民
医
療
関
係
者
と
共
に
活

三
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

ア
フ
ガ
ン
難
民
の
数
が
公
式
発
表
の

み
で

200
万

人
を
越
え
て
い
る
北
西
辺
境
州
で
、
未
発
見
未

治
療
の
ラ
イ
病
患
者
が
か
な
り
存
在
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
ど
う
す
べ
き

か
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ

っ
た
。
⑯
年
に
入
っ

て
か
ら
、
新
規
登
録
患
者
の
う
ち
半
分
以
上
が

ア
フ
ガ
ン
人
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
ら
の
多
く
は
、
難
民
登
録
か
ら
も
れ
、
国
際

援
助
に
も
浴
さ
ぬ
最
悪
の
状
態
で
あ
る
。
中
村
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収入

1.会費・一般寄付

2.指定寄付

3.事業その他（ガレ ージセール等）

4.利息雑収入

5.前年度繰越

計

支出

1985. 4. 1 ~1986. 3. 31 

3,300,962円

936,690円

234,349円

3,849円

4,157,943円

8,633,193円

1.中村医師へ

① 薬品・医療機器の購入

② 中村医師家族の渡航費

③ 理学療法士の研修費

④ 国内活動費

i ⑤靴工場建設費 （溝口先生から指定寄付） （1,500,000円）l 2 ．事業費（会報発行•発送） 9 696,690円 I 
! 3.事務費 652,295円 ， 
l 計 9 7,173,085円 l
i 86年度繰越 1:460,108円 l 
l ジープキャンペーン募金額 • 1,168,400円 l 
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教
海
外
医
療
協
力
会
」
で
、
約

25
年
前
に
結
成
さ
れ
た
民
間
ボ

組
織
な
の
で
す
か
？
」
と
か
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は

J
o

C
S
と
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
？
」
と
い
う
ご
質
問
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
が
中
村
先
生
の
生
活
費
や
医
療
活
動
費
の
全
て
を
受
け

も
っ
て
い
る
L

と
思
わ
れ
て
い
た
会
貝
も
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
、
中
村
医
師
と

J
O
C
S
、
お
よ

び
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と

J
O
C
S
の
関
係
に
つ
い
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、

J
o
c
sを
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
主
と

し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
保
健
医
療

に
恵
ま
れ
な
い
国
々
に
日
本
か

ら
医
療
従
事
者
を
送
り
だ
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、

正

岩
村
昇
医
師
の
よ
う
に

一
般
の
人
達
に
も
良
く
知
ら
れ
た

ワ
ー
カ
ー
も
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

宮
崎
亮
医
師
や
タ
イ
の
大
森
絹
子
保
建
婦
な
ど
の
活
動
が
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
村
を
含
め
、

現
在

12
名
の
医
師
、
看
護
婦
、
保
健
婦
な
ど
が
、
ネ
パ
ー

ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
そ
し
て

パ
キ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
民
間
医
療

協
力
団
体
の
な
か
で
は
、
最
も
歴
史
が
古
く
、
か
つ
実
績

を
積
ん
で
き
て
い
る
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。

「
慟
く
人
は
送
る
が
、
金
や
物
は
送
ら
な
い

」
が

J
o

C
S
の
碁
本
理
念
で
す
の
で
、
発
展
途
上
に
あ
る
ア
ジ
ア

の
国
々
か
ら
の
病
院
建
設
資
金
や
医
療
機
器
な
ど
の
供
与

な
ど
、
金
や
物
だ
け
の
要
請
に
は
応
じ
ず
、
む
し
ろ
、
医

療
従
事
者
の
派
遣
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア

ジ
ア
の
国
か
ら
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
医
療
従
事
者

を
招
へ
い
し
て
、

H
本
で
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
援

助
す
る
こ
と
も
大
切
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
人
的
交
流
に
よ
っ
て
生
れ
る
協
力
関
係
を
主
眼
と
し
て

お
り
、
大
変
地
道
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
の
み
協
力
相
手

の
自
立
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

J
o
c
sは
会
員
組
織
で
す
の
で
、

会
員
の
年
会
費
と
寄
付
が
財
政
の
基

礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
約
七

た
、
大
き
な
資
金
源
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
使
用
ず
み
切
手
で
す
。
「
あ
あ
、
あ
の
古
切
手
の

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

手
を
集
め
て
下
だ
さ
っ

て
い
る
方
も
、
随
分
お
ら
れ
る
こ

し
か
し
、
会
の
趣
旨
か
ら
、
国
や
企

業
か
ら
は
資
金
援
助
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
財
政
的

に
は
決
し
て
豊
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
中
村
医
師
は

J
o
c
sか
ら
の
派
遣
医
師
で
す

が
、
そ
の
活
動
費
用
が
ど
の
よ
う
に
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
筒
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
中
村
医

|
|
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う。

い
つ
も
古
切

J
o
c
sと

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
の

つ

な

か

り
チ
ャ
ン
で
な
い
会
員
も
多
い

）。

ま

千
人
の

会
員
が
い
ま
す

（ク
リ
ス

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

式
の
名
称
は
「
日
本
キ
リ
ス
ト

最
近
、
会
員
の
方
々
か
ら
「

J
o
c
sと
は
ど
う
い
う

財
政
的
な
協
力
と
い
う
こ
と
以
外
で
も
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ま
す
。

そ
の
他
に
、
赴
任
旅
費
や
研
修
費
用
な
ど
も

J
o

C
S
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
：
人
は
送
る
か
、
金
や
物
は
送

ら
な
い
」
が

J
O
C
S
の
基
本
理
念
で
す
か
、
も
ち
ろ
ん

必
要
最
少
限
の
医
療
機
器
な
ど
を
携
え
て
い
く
こ
と
を
否

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ら
の
資

材
の
購
入
費
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
と
し
て
毎
年
、

予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
額
は

500
万
円
程
度
で

す
（
こ
の
中
に
は
、
様
々
な
経
費
が
入

っ
て
い
ま
す
）。

さ

ら
に
、
こ
の

500
万
円
に
つ
い
て
も
、

J
o
c
sは
先
に
述

べ
た
よ
う
に
財
政
が
豊
か
で
な
い
の
で
、
ワ
ー
カ
ー
個
人

の
支
援
会
に
か
な
り
期
待
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で

す
。で

す
か
ら
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
し
て
も

J
o
c
sに

で
き
る
だ
け
協
力
し
て
、
中
村
医
師
の
活
動
に
対
し
て
資

金
的
支
え
を
与
え
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
任

務
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

J
o
c
sと
し
て
は
支
出
し

が
た
い
費
用
、
例
え
ば
、
毎
年
の
中
村
医
師
一
家
の
帰
国

旅
費
や
、
今
回
の
靴
工
場
の
建
設
費
、
ジ
ー
。
フ
の
購
入
費
、

ラ
イ
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
費
な
ど
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
中
村
医
師
の

活
動
が
発
展
・
拡
大
す
れ
ば
（
そ
れ
を
私
達
は
期
待
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
）
、
経
費
も
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。
良

い
仕
事
を
や

っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

師
の
生
活
費
、
す
な
わ
ち
給
料
は

J
o
c
sか
ら
出
て
い
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」0CSへの

お問い合わせ先

e 

電）

0
三
ー
ニ
0
八
ー
ニ
四

一
六

的
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会

2
丁
目

3
ー

1
8
|
2
3

〒
160
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田

は

J
O
C
Sの
顧
問
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ペ

J
o
c
sに
は
中
村
医
師
の
活
動
の
た
め
に
パ
キ
ス
タ
ン

委
員
会
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全

体
に
関
す
る
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
パ
キ
ス
タ
ン
委
員
会
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

か
ら
二
人
の
委
員
を
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
佐
藤
事

務
局
長
が
、
理
事
と
し
て

J
o
c
s理
事
会
に
も
加
わ
り
｀

全
体
の
運
営
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
問
田
会
長

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と

J
o
c
sと
は
車
の
両
輪
の
よ
う
に
、

共
に
中
村
医
師
の
医
療
活
動
が
円
滑
に
、
か
つ
効
果
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
吼
力
し
あ
う
間
柄
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
中
村
医
師
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
、

J
o
c
s三

者
の
関
係
を
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

ル
会
は

J
o
C
Sの
運
営
に
も
参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。

一ご案内

／中
ペシャワール会1986年度総会

叱 S

村哲医誦講演会／

中村医師は、 6月1日帰国後、同月 20日から 8月20日まで韓国にてライ病の外科手術の研修中で

す。

中村医師の現地での活動、新たな事業である靴工場の設立等の報告 を行います。

また、ペシャワール会の活動についてもお話し致しますので、皆様、是非ご出席頂きますよ うご案

内申し上げます。

◎

◎

 

と き

ところ

1986年 8月30日(±)午後 6時 30分

福岡市民会館小ホール

福岡市中央区天神 5-1-23

電話 092-761-6567

◎ 主なプログラム

1. 中村哲医師活動報告

2.ペシャワール会の活動について

3. その他

三

7
二5

←西新— -C竺ジ一ーー一買線—- - - --．"’ 

口
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中
村
哲
医
師
は
現
在
、
韓
国
全
羅
南
道
麗
川
郡
に
あ
る

6
月
21
日

9
月

2
日
城
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

9
月
1
日

6
月
13
日

北
九
州
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会

韓
国
へ
出
発

8
月
30
日

6
月
10
日

8
月

24
日

6
月

7
日

6
月

6
日

＂
ま
ず
、
中
村
先
生
、
帰
国
早
々
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
お
疲
れ
様
で
し
た
。
“

約
一
年
間
、
ほ
と
ん
ど
戦
時
下
と
い
え
る
苛
酷
な
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
で
成
果
を
納
め
帰
国
さ
れ
た
中
村
哲
医
師
に

対
し
、
学
校
関
係
の
方
々
を
主
と
し
て
講
演
の
依
頼
が
重

な
り
ま
し
た
。
事
務
局
と
し
て
も
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
申
し
訳
な
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
折
角
の
依
頼
と
、

お
引
受
け
致
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
講
演

会
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

西
南
学
院
高
校

J
o
c
sパ
キ
ス
タ
ン
委
員
会
（
東
京
）

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
帰
国
報
告
会
（
福
岡
）

福
岡
女
学
院
中
学
、
高
校
‘
短
大

（
岩
手
県
盛
岡
市
）

中
村
哲
医
師
講
演
会
及
ぴ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
総
会
（
福
岡
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
よ
り
）

福
岡
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

8
月

21
日
日
本
キ
リ
ス
ト
者
医
科
連
盟
研
修
会

6
月

5
日

6
月
4
日

西
南
学
院
高
校

西
南
学
院
中
学
・
高
校
・
大
学
。

Y
M
C
A
英
会
話
学
院

6
月

1
日

帰

国

在

8
月

20
日

韓

国

よ

り

帰

国

麓
水
愛
登
再
活
病
院
に
て
、
ラ
イ
病
の
外
科
手
術
を
マ
ス

タ
ー
す
る
た
め
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
国

内
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
患
者
へ
の
外
科
的
治
療
の
機
会
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
国
内
に
て
そ
の
技
術
を
修
得
す
る
こ
と

は
、
は
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

一
帯
で
は
手
術
を
要
す
る
患
者
が
ク
タ
く
、
ラ
イ
病
撲
滅

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
中
村
哲
医
師
に
対
し
、
各
方

面
よ
り
技
術
習
得
の
要
請
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
韓
国

で
は
現
在
、
さ
か
ん
に
手
術
が
な
さ
れ
て
お
り
、
医
療
水

準
も
高
い
た
め
、
今
回
の
研
修
と
な
っ
た
し
だ
い
で
す
。

ベ
ビ
ー
ス
モ

9
ヵ
ー
の
中
村
先
生
、
禁
酒
、
禁
煙
の

中
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
“

尚
、
帰
国
後
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

(
7
月

1
日
現

中
村
暫
医
誦

ー

帰
国
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

筑
紫
女
学
園
中
学

熊
本
市
で
の
講
演
会

9
月

7
日
以
降
、
単
身
に
て
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
出
発
。

中
村
哲
夫
妻
に
今
年

12
月
に
三
人
目
の
子
供
さ
ん
が
誕

生
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
今
回
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
赴
任
は

単
身
で
す
。
中
村
先
生
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

9
月

5
日

9
月
4
日
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fん
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
で
は
、
毎
週
水
曜

H
、
夕
方

六
時
半
頃
か
ら
福
岡
市
中
央
区
大
名
の
福
岡

Y
M
C
A
で

べ
）
事
務
局
の
活
動
報
告
と

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
の
お
誘
い

•
,

ー
l
iい
、

~

，
．
ぃ
'
,
99しー
ー
々
ー
↓
ー
ー
¢
|
|
T
'↓
ー
·
l
l

う
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
務
局
専
用
の

パ
ソ
コ
ン
が
な
く
、
こ
の
案
も
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し

会
合
を
開
い
て
い
ま
す
。
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
も
会
員
有
志

や
、
そ
の
友
人
、
知
人
と
い
っ
た
人
達
で
、
毎
回
、
名
簿

．

の
整
理
や
会
計
事
務
、
礼
状
書
き
、
現
地
の
中
村
医
師
と

の
連
絡
、
会
報
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
半
分
は
遊

び
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
…
。

特
に
現
在
、
名
簿
の
整
理
と
会
計
処
理
を
行
な

っ
て
お

り
ま
す
が
、
転
居
等
で
住
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
た
り
、

宛
名
人
不
明
で
礼
状
や
会
報
が
戻
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
転
居
先
を
調
べ
、
新
し
い
住
所
へ
再
ぴ

送
り
届
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
事
務
局
の
人
数
と
体

制
で
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
手
が
回
ら
ず
、
会
報
、
そ
の
他

が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
会
員
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
会
員
の
皆
様
へ
は
、
た
だ
た
だ
、

頭
を
下
げ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
出
来
れ
ば
引
っ

越
さ
れ
た
時
、

ハ
ガ
キ
で
で
も
御
一
報
い
た
だ
け
た
ら
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

又
、
会
員
の
皆
様
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
ど
う
い
う

悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
合
に
名
薄
の
整
理
を
し
て
い
こ
う
か
と
、
目
下
、
頭
を

一
時
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
お

々

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
毎
回
ド
タ
バ
タ
の
会
合
で
あ
り
ま

qヽ力
？
・

た
。
今
度
は
カ
ー
ド
式
に
し
よ
う
か
と
思
案
中
で
す
。
案

は
色
々
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
十
年
は
続
け
て
行
く

で
あ
ろ
う
事
を
考
え
る
と
、
朋
単
に
は
決
め
ら
れ
ず
、
か

と
言
っ
て
早
く
し
な
い
と
事
務
の
方
に
影
響
が
出
る
し
、

ど
な
た
か
名
案
を
お
持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

す
が
、
そ
ん
な
中
か
ら
こ
の
春
、
護
国
神
社
で
シ
テ
ィ
情

報
「
ふ
く
お
か
」
の
主
催
で
「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」
が
あ

る
と
い
う
話
を
会
の
メ
ン
バ
ー
が
聞
き
つ
け
て
来
ま
し
て
、

早
速
、
尻
の
軽
い
有
志
を
募
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
し

て
参
加
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
事
前
の
準
備
期
間
が
充
分
で
な
か

っ
た
為
、
佐

賀
の
国
立
肥
前
療
養
所
の
皆
さ
ん
や
、

Y
M
C
A
関
係
の

方
々
、
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
に
お
願
い
し
ま
し
て
、
押
し

入
れ
の
奥
深
く
冬
眠
生
活
を
送
っ
て
い
る
頂
き
物
の
品
々

や
、
不
用
品
、
手
作
り
品
、
な
ど
を
多
数
供
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
又
‘
売
り
手 ---・・ペド -> 

（
担
当
末
本

の
腕
に
も
恵
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
全
部
を
売
り
尽
く
す
こ
と

が
で
き
、
総
売
り
上
げ
十
万
円
弱
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
へ

寄
付
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
。ハ

ン
フ
レ

ソ
ト
や
、
会
報
な
ど
も
配
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

品
物
を
出
し
て
下
さ

っ
た
皆
さ
ん
、
荷
物
運
ぴ
を
手
伝

っ

て
く
れ
た
九
大
の
学
生
さ
ん
、
そ
し
て
、
声
を
暖
ら
し
て

売
り
つ
づ
け
た
有
志
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ

そ
し
て
今
、
こ
れ
に
味
を
し
め
た
事
務
局
で
は
、
ま
た
、

十
月
に
開
催
予
定
の
同
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

ヘ
の
参
加
を

早
々
と
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
回
は

と`
T
ィ
情
報
「
ふ

く
お
か
」
に
お
願
い
し
て
、
場
所
を
も
う
少
し
広
く
取
り
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
会
員
の
皆
様
に
も
自
由
に
品
物
を

持

っ
て
来
て
売

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
お
志
と
し
て
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
御
寄
付
願
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
を
会
貝
の
皆
様
同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
大
ぎ
い
品

物
を
出
せ
る
方
や
、
当
日
都
合
が
悪
い
方
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
取
り
に
行
く
つ
も
り

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
報
下
さ
い
。

毎
週
水
曜
日
の
会
合
の
方
へ
も
、
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

い
ま
し
た
。



昭和 61年 7月31日 ペ シ ヤ ワール会報 (8) 

報
で
す
。

な
私
如
き
貧
者
の
一
灯
に
ま
で
お
送
り
下
さ
っ
て
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
私
の
提
案
で
す
が
、
新
品
に
近
い
古
靴

を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
送
る
会
と
か
い
う
の
を
思
い
立
っ
た

ら
如
何
で
し
ょ
う
か
、
型
が
一
寸
古
い
‘
買
っ
て
い
た
け

ど
自
分
に
あ
わ
な
く
な
っ
た
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
、

そ
の
他
い
ろ
ん
な
理
由
で
新
品
同
様
の
靴
を
捨
て
ぎ
れ
ず

に
お
持
ち
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
お
役

に
立
て
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
が
。
（
残
念
な
が
ら
、
私
達

の
は
い
て
る
靴
を
患
者
に
使
う
こ
と
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。
別

の
形
で
サ
ン
ダ
ル
工
場
の
独
立
採
算
制
を
バ
ッ
ク
ア
ソ
プ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ー
事
務
局
ー
）

合
会
報
畑

8
、
12
ペ
ー
ジ
の
お
詫
ぴ
の
件
、
い
ろ
ん
な
受

け
と
り
方
を
す
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
会
報

を
送
っ
て
頂
い
て
中
村
先
生
の
御
活
動
や
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

を
身
近
に
感
じ
、
わ
ず
か
な
金
額
で
も
お
助
け
で
き
る
こ

と
を
よ
ろ
こ
ぶ
人
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

は
私
の
思
い
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は
自
宅
に
、
一

時
寄
付
・
年
会
費
な
ど
の
領
収
書
を
送
る
の
を
厭
が
る
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
人
そ
れ
ぞ
れ
の
お
答
え
、
お
立
場

が
お
あ
り
な
の
で
し
ょ
う
。
何
れ
に
し
ろ
ど
う
ぞ
が
っ
か

と
て
も
と
て
も
興
味
深
く
拝
読
致
し
ま
し
た
。
貴
重
な
会

＊
会
報
郎

8
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
村
先
生
の
お

手
紙
、
ペ
シ
ャ
ワ
—
ル
通
信

(
7
)、
邑
久
訪
問
記
そ
の
他

会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら

伊
東
美
穂
様

馬
場
繁
行
様

（
協
賛
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
企
画
し
て
下
さ
い
ま
し
た
）

一言、
0

己

翌、戸〕〔〕

． ． ． 

ごのい こ
ざ方 たの
い々方欄
まに をは
し御掲‘
た協載多
゜力し額
頂まの

きし御
‘た寄
ど゜付
うこを
ものお
あ他寄
りにせ
がも し 、

と多た
っくだ

.．“  

福
岡
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

熊
谷
和
俊
様

渡
辺
公
一
郎
・
裕
子
様

福
岡
女
学
院

阿
部
和
子
様

松
野
尾
竹
子
様

報
告
会
募
金

香
住
ヶ
丘
教
会

高
松
ア
サ
子
様

中
村
哲
兄
を
さ
さ
え
る
会

北
九
州
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会

若
松
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー

空
‘
六
0
=

IOI―-‘==＝ 

-＝‘九一七

五己、
0
0
0

――己、O=＝

邑
、
呂
＝

―――-＝‘=＝
0
 

邑
、
＝
呂

―10
0
、=
0
0

一
呂
、
呂
〔
〕

―-0
、0
0
=

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

一
ェ
ざ
い
ま
し
た

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
御
礼
ま
で

さ
わ
る
裏
方
さ
ん
は
じ
め
皆
様
の
御
健
康
と
御
活
躇
を

り
な
さ
ら
な
い
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
こ
の
運
動
に
た
ず

＊
 

＊
 

＊
 

や
り
く
り
ガ
く
れ
話

お
礼
状
と
、
今
後
会
報
を
お
送
り
し
た
く
存
じ
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

゜
4
 

7
 

ー

こ
の
会
報
の
タ
イ
ト
ル
の
上
に
小
さ
く
「
み
ん
な
で
生
―

8
 

2
 

き
る
」

(
1
9
7
2
年
4
月
…
・
:
・
:
）
と
い
う
文
字
が
入
っ

，
 
゜
《

て
い
る
の
を
気
付
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

雄

会
報
の
送
料
を
安
く
あ
げ
よ
う
と
い
う
策
で
、
こ
の
会
報
内A

 藤

を
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会

(Jocs)
の

c
佐

M
 

機
関
誌
:
み
ん
な
で
生
き
る
」
の
附
録
扱
い
に
し
て
、
第
Y岡

長

三
種
郵
便
の
取
扱
い
を
受
け
る
た
め
に
入
っ
て
い
る
の
で
福
局

8
務

す
。
帯
封
は
、
会
報
の
印
刷
を
し
て
い
る
所
か
ら
、
い
ら

2
事

な
い
包
装
用
紙
を
カ
ソ
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＿
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岡
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。
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